
一52一

里グア肘ル通■億

��

番鶏猛夫

7.2東部アンデス山脈紀行

正月早々東部アンデス山脈の地質調査旅行に出かける

手筈になっていたので正月休みほひとりでホテルにと

じこもって旅行の準備に余念がなかった.地図の整備

文献よみ写真機調査用具の手入れにと結構忙しい日

を過した.1月4目がこちらの調査所のご用始めて

その目から旅行に必要なベッド毛布食糧等の調達が

はじ｡まった.出発準備は日本の地質調査所の場合より

もはるかに千カ主こんでいると思われた.それはこちら

の所員カ基調査旅行にそれほど訓練されていないことと

さらに重要なことはゆく先に宿舎の当てがないという

不安沸あるからでもある.

とりあえず3人分の携帯用ベッドかや毛布ヘ

ルメット水筒などが新たに購入されて私たちに支給

された.同行は所員のエレラ(地質学者)と運転手の

Ponseとである.

1月10日待望の出発の朝がやってきた.約東通り

P㎝seカミ役所のジｰプで迎えにきたのは夜も明けやらぬ

早朝5時30分である.空には降るように星がまたたい

ている.海抜3,000mのキトｰの夜明けは零度以下に

冷え込んでいるかと思われた.時ならぬ車のヘッドラ

イトの中におびえた野犬が吠え立てて静寂カミ破られてい

く.前夜用意しておいた冷たv'サンドウィッチをかじ

りながらエレラの家に回り一路東部アンデスに向った.

キト7の東方35kmのピｰホ(Pifo)の付近で夜が白々

とあ一けはじめた.圭ゆく手をさえぎるような東部アンデ

スの'ピｰクが未明の空にくつき､りと浮び出てv'る.美

しくIも雄大な氷河地形の中を迂回して峠に達し峠の直

蝿

ピｰホ(Pifo)付近の古V･教会とインディオキトｰから東部山脈への道

下の部落PaPaユlactaについたのは8時を少し回った頃で

あった.ここは中間盆地とはちがってアマゾンからの

強風をまともに受けているので風は冷たく木立には長

年の風雪に耐えてきたかのよ6に携曲し何とも強烈な

印象である.自動車道路はここで終りになるので直

ちに馬と人夫をかり集める交渉をはじめたが幸い馬4

頭と親方1名とを雇いあげることができて10時すぎに

はPapa11actaの部落をあとにして山中の小径を進むこと

になった.帰りは同じコｰスをもどることになるので

調査は帰途行なうこととしゆけるところまでゆくこと

にしてゆく先細れぬ旅ほ開始された.そぼ降る雨の

中に乗りすてられたわれわれのジｰプに手を振って別

れを告げた.

アマゾニ■河の支流の1つであるナポ河に沿う山中の小

道は道幅わずかに1mインディオカ童っくったといわれ

るこの道は人問のためとほ思えぬほどの急勾配で人頭

大あるいはそれより大きい玉石をしきっめこの上ない

悪路である.荷と人を乗せた馬の足はまこ芦に心もと

ない.

午後1時になって小さい部落につくことができた.

ここはクユハ(Cuyuja)といって人口200人足らずの部落

でナランヒｰジャと称するミカンに似た果実を栽培す

る人々が住みついていた.小学校と小さな店があった

平和奪たたず削'をみせてv･た.われやれはこの店に

入って老婆に昼食の用意をしてもら?たところ菜飯を

たいてくれて卵の目玉焼きをその上にのせてくれた.

朝からの空腹に耐えかねていたのでこの上ない食事であ

った.今夜はどうしてもバエッサ(遭aひ･a)までゆカ･

ないと宿舎にありつけないというエレラのことばで休

む間もなく再び馬にまたカミり冷雨の中の行進カミほじま1

った.バェッサは車をすてたPapa11actaの東方45k㎜

ということである沸私の感覚では60kmはまち添いな

いと思われた.南は降る目ほ暮れるそのうえ馬の

背に10時間も乗っていると腰から下カミレびれてきて何と

一ホの辻'公園と子供�
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クユハ(Cwoj8)で中食をとりたあばら家標札には讐一ビｰと

中食いつにても耳とかかれてある東都山脈の道

もがまんのならぬ状態になってくる.このような旅行

をはじめて体験した運毒手のP㎝sは遂に馬からおり

て泣きべそかいて歩いている.目的地のバエヅサに

っいたのほ夜の8時半であった.夜目にかすかに洩れ

てくる石油ランプの光を求めて一宿一飯の願いを訴えた

時の悲槍感は今も忘れることができない.私どものよ

うな旅行者が時々あるとみえて老夫婦がこともなげにス

ｰプや肉を出してくれた.食事をしているうちに馬方

はわれわれのベッドを組立て愛馬に食糧を与えまめ

まめしく働いそくれた.たくましい好漢であった.

蔓や一路をぷば

枇義猟夢ア済沙

麓妙動物双

ベイン秘喰めζ

ん㌘惑嶋絃罵登

縫多義蓼1ζ稼瀞

湖菱受杓以敵

は稀殺熔燭サ鳴

れ恕という

東部山脈の道

`屋根があるだけの小屋で寒い一夜を明かし翌日は再

び荷を積んでNapo河を下った.しぱらくゆくとさ

しもの峡谷もすっかりひらげ景観が一変してしまって

露岩もあまり見られなくなった.時々河底に顔を出す

露岩はどうやら粘板岩層ですでにわれわれは変成帯を

過ぎたものと思われた.10㎞先のボノレハ(Borja)

とv･う部落で中食をとりなポらエレラと相談をしてこ

の地点から調査をしながらもどることに方針をきめた.

雨はますます強さを増して軒から落ちる水滴が次第に勢

いを増すようであった.

極度の疲労のせいでもあろうかにわかに身体の充実

感がなくなり腹痛ポはじまった.ひどい下痢である.

エレラが心配してドイツ製の消化剤を準備してくれたポ

ｰ向にきき的なく胃の脇=が空になるかと思われるほど

何回も便所に立社なくてはならなかった.エレラは万

一gことを心配して今目中にどうしてもパエッサまで

ひき返えそうと提案した.その理由はバエッサには小

さい空港があるρでセスナ機でキトｰに帰ることがで

きるからであった.ボルハにぐずくずしているとど

うなるかわからなぬということで体力のある中に10

kmをもどることになった.

かなり強い雨をついて今来たぱかりる道を4人でも

どったときは正に敗軍の将にも似た思いであっ淀.そ

れにしても再びくることのできないコｰスに対してただ

歩くわけにもゆかず踏査図づくりと標本の採取を強行

した.エレラが一生懸命にすべての露岩から標本をと

って馬にっんでくれた.こうして暮色せまる午後7時

すぎに昨夜泊ったバエッサの部落に何とかもどること

ができた.幸い腹痛もおさまり快方に向っているか

のように思われてのでセスナ機を用意するための使者

の派遣を見合わせて翌日からの調査旅行をスケジュｰ

ルどおり行なうことにしてその夜は快い眠りにつくこ

とカミできた.

パェツサ(跳e醐)の部落爾の刺ζげぷる教会と学校ζこ1巴は平

らな土地がほとんどない

余ルハ(遣｡r加)の部鰭､雨に汐ぷ義小学校派はすっかりひらげて

台地が広い�
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バイｰア(Bah三a)の町なみ一難濠幻鮒で濃いへん饗董㌔

翌日もその翌日も冷雨の申を進んだ.その間われ

われの肩を楽しませてくれたものは雄大な氷河地形と

アマゾン最上流のナポ河の渓谷であったが一方われわ

れを悩まし続けたのは冷雨と悪路であった｡この地区

はブラジル方面からの湿気を含んだ風が東部アンデスに

さえぎられて晴れる日がないということであった｡

ユ3ヵ月雨が降るとさえ表現されてV･るのである.その

爾のために道はものすごく悪く急坂にさしかかった時

はさす秘に人も馬もゆく手をみて嘆息を洩らし人馬別々

に進まざるをえなかった.とくにどぎもをぬかれたの

はナポ河支流にかかる橋が丸太2本というお粗末さて

その下を激流カ茎岩をかんで流れており流れの中には数

刻前に墜落したらしv'馬の屍が砦にかかってv･る図であ

った.冷雨にたたかれなカミら馬小屋のようなところに

寝た苦しい旅を続けたかいカミあって1月13目には

PaPa11actホBorja間60k㎜のノレｰトマップをつくり変

成度のことなった片麻岩類を多量に持ってキトｰに帰る

ことができた.

7.3西部アンデス山脈紀行

東部アンデスの旅を終ってから息を入れる間もなく西

部アンデスヘの挑戦の計画がはじまった.私の帰国ま

ですでに余目がなく私も所長もこの計画を1回も早く

実行することを余儀なくされていた.2週間の休養を

パペ帥γ村遜繊灘幽滋麗檎れで泳釣緑秘鮎㌔､婁叱爾鰯

鵬榊鮒維欝顯は糾"2比嫡

とって西部アンデスの調査に出かけることになったが今

度は欲雅でて太平洋海岸から調査をはじめるという大

がかりなものになってしまった｡それはエクアド〉レ政

府のプロジェクトとして太平洋岸からサントドミンゴま

での国道を建設するための基盤調査カ主計画されていたの

でこの機会にそのプロジェクトの予察をかねることに

なったのである.

1月27目早朝エレラと共に飛行機で海岸の町バイｰ

アにとんだが途中のManta空港上空亡機の片足が出

なくなり乗客一同とこれで終りかと青くなったものだ

が幸い30分後に足が出て無事着陸した.この飛行機

が使いものにならなくなりキトｰから代用の軍用機が

とんできてわれわれを終点のバイｰアに運んでくれた.

赤道直下の海岸平野の酷暑と闘いながら連日古第三系

とそれをおおっている旧洪積統の地層を追ってジｰプに

よる調査を進めた.バイｰアの町のホテルの連中とも

すっかりなじみとなって夜は連れだって古物商を訪ねて

はインカ時代の土器を見て回った.この地方はエクア

ドルにおいては旧土器がよく集められている点で有名な

ところの1つになって〉'る.私も2,3気に入ったも

のをわけてもらい日本へのみやげとすることができた.

'バノｰアの町で滴受とる豆の荷作リをする労務者･

さて約10日間でバイｰアからCanitasまでの約100km

の間の地質調査掌終ることができた.この間は自動車

パイｰγめ宵物静ζ陳列されれ唱イン勿時代の数女の土羅�
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バイｰアの海岸に露出する古第三系とそれを不整合におおう旧洪積統

道路カ童あるのでジｰプを駆使して能率のよい作業をす

ることができたがいよいよCanitasから東方の旅は馬

を仕立てて道なき難コｰスにいどまなければならない.

Canitasの部落はわずかに23軒の農家があるだけで

養豚で生活している人々カ…住んでいた.ここで私共は

人夫2名と馬4頭食糧などを調達してCh㎝e河を東

に向けて出発した.この旅行は先にのべたようには

じめからっいていなかった淡このときも大雨のあとで

川水は増水し川を渡るたびに馬は腹を水につけて首を

高くあげてよろけながら進んでゆかねぱならなかった.

馬上にあるわれわれは馬の足にすべてを託して祈る気持

であった.川から丘にのぼる馬道もひどいもので遂

に私の馬力捉をすべらしてころんでしまった.私はと

っさにとびおりて馬の下敷にならずにすんだが右肩か

ら落ちて捻坐のような状態になってしまった.だがす

でに部落からは遠くはなれ進む以外に方法はなく一

時人夫に肩をもませて休養したあと痛々しv'旅をつづけ

ることになった.

アンデスの西側に広がる幅150㎞の海岸平野は海抜

100～200血のなだらかな丘の連続であり高温多湿の熱

帯でありヤシの葉が下にたれたまま動かぬ無風状態で

ある.そのむし暑さはいv･ようがない｡丘はノJ･さい

沢汚慧ざまれているが沢ぞい紀は必ず煩洪積統おお漆

サニ/トドミンゴからケベｰドヘ続く魍営バナナ圏の景観

ダウレ河(R三〇D仙1e)を渡渉する調査隊

しき砂と粘土の水平の地層があらわれている.この単

調な地形と地質を追いなカ彗ら4目肩にダウレ河(RiO

Dau1e)という大河にさしかかった.川幅は100㎞もあ

ろうかと思われ雨期の濁流が勢いよく南下してv'る.

どうしてわれわれの部隊が渡渉するのかと思ってv'ると

人夫がカヌァ(丸木舟)を上手にあやつって先頭馬をこ

れに結んで渡りはじめた.あとの3頭は先頭馬を追っ

てこの大河を難なく渡ってしまった.そのカヌアで2

回目には荷物3回目にはわれわれが乗って1時間もた

たぬ間に渡渉作業を完了してしまったのには驚いた.

川を渡ってさらに東へ進むとやがてバナナ園が見えは

じめた.エクアドルがバナナ王国であるとは聞いてい

たかここではじめて世界一をほこるバナナ園を目前に

することができた.バナナの大きい葉が茂って昼なお

暗い感がある.その中を自動車道路がはるかに続ぎ

との木にも長さ1m径50cmに及ぶ70～80本のバナナ

の房カミ下向きにたれ下っている.大型トラックでバナ

ナの積荷をしている.トラックの運転手に事情を話し

てここからバナナトラックを利用することとし苦楽

を共にした2名の人夫と4頭の馬に別れをつげた.あ

の道を再び今からもどってゆく人夫たちに同情を禁じ完

なかった.トラックの積荷が終ってケベｰト(9uewdo)

の町まで出た秘トラックの走る2時間のあ》沈バナ

ナ園以外には側も視界1ζ《りて蕩,榊㌻黄濁鋪熱沈も

バナナの穣荷作業一般に15雀を繍みグアヤやレ港から輸出する�
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試食してみたか花いへんおいしか勿た､その買はケ

ベｰト(人口警万)紀五泊し翌驚パスでサントド嚢ン

ゴ経由キトｰにもどつ恕由

この旅行は私にとっては最悪の旅であった.キトｰ

にもどってからは緊張がとけたせいか一落馬した時に打

った肩が却って痛みはじ｡めたし馬の背にもまれた内股

の痛みもひどく役所を休んで病院通v･をはじめること

になってしまった｡同僚のエクアドルの地質屋が心配

して見舞ってくれたりみやげ諸を聞きに私のホテノレに

やってきたものだ.エクアドルの地質調査所所員にと

っても私の歩いたコｰスは未開発のものであったわけ

である.雨にうたれてよごれたルｰトマップを出して

は困難だった旅の思い出をかみしめることが周課になっ

ていた.

しかし西部アンデスの旅行は未だ終ったわけではない.

これからがむしろ本番なのである.とにかく体調の挽

回をはかりながら今後の計画を考えてみた.標本もか

なり収集することができたしルｰトマップの整理もし

なければならぬ段階にぎているので｡当分はその整理を

することにして薄片を作ってほ岩石の記載にかかった.

その結果東部アンデスを構成してv'る変成岩類の大ま

かな性質を知ることができたし太平洋岸の平野の基盤

を構成している古第三系堆積物ほ01igoceneまでは主と

して東部アンデスの岩石からなりたっていることなどを

知ることができた.

内業に専念してV･たこの頃クエンカ大学から特別講

義の要請添あ吻てにわかに南部へめ旅をしたことはす

でにのべ狂&抽資で勤る埋あれごれ&思いもかけ淑事

態が発生して淳んぎん帥奮経りてゆく割単く頂部ア

ンデスの横断調査を終了しれ叱恩りて鮒叱がこの･

頃から他瑛がジｰプを使うよう妃な咳てい走ので車の

等配牟つかずよう帝く餐月3目になりて繭部アンデス

の旅行が実親し花苗滋一スはキトｰか亭サントド嚢ン

ゴまでの欝眺鹸の間であるがその閥熔滅並派な道路ポ

あるのでごの旅行は難儀することは抜かりた苗むし

ろ問題は連続している大露岩の前に立って思いをめぐら

すことか多く予想外に時間を費やした.詳しいこと

については地質調査所月報Vo1.17No.1"に報告

しておいたかすぱらしv･枕状熔岩の産状天をつく白

亜紀層の大産頻発する巨晶の勤岩塔脈など魅せられ

るような地質現象ポ多く細かいスケッチを続けざるを

えなかった.

この旅行にはエレラのほかキトｰ大学の地質学科の

学生も参加して賑やかなエクスカｰションといってよか

った.その後暇をみてはアンデス中間盆地の氷河地形

と堆積物の調査に出かけたので計画していたアンデス

山脈の横断調査を一応完了したときにはすでに帰国の

手続きや送別会ポあちこちで開かれほじめてv･た.

何とか外業の結果を帰国前にエクアドル政府に提出し

たいと考えでホテノレの夜は最後の追い込みでおそくまで

忙しい思いをした.その甲斐カ茎あって太平洋岸のバイ

ｰアから首都のキトｰをへて東部の町ボルハに至る東西

300km余に及ぶ大アンデスの地質断面図を10万分の1に

収めて製図をしそれに英酉2カ国語の解説文を付して

エクアドル政府に提出すること沸できた.その目は正

に私がエクアドルを離れる前日(1965年6月18目)であ

った.､

かえりみるに唯1本のルｰトを歩き終って考えを

まとめる暇もなく単に集積した資料を残してきたにす

議

バナナ園で准狐汐夢救捜と撃巻左ぼしの少年は山猫をうち

とって筆者に苑ゆ付ける淀め行を共にした

キトｰ年央大学に収集さ扱仙喝雌クアドル産の土器�
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ぎなかったのである.幸い採取した岩石片と私がつく

った100数10枚の薄片はノレｰトマップと共にエクアドル

地質調査所に保管されることになったので誰もが苦労

なしにこのノトトの地質の状況をっかみうる状態にして

おくことカ茎できた.エクアドル地質調査所を訪ねる世

界の地質学者カ三それに触れることがあるならぱ私とし

ては望外のよろこぴである.私の後任として竹田英夫

技官が現在エクアドノレ地質調査所で技術協力の任務につ

いているが私の果たせなカ･った数々のテｰマが今も

日本人の手によって進行していると思えば楽しさはまた

格別である.ここに同氏のご苦労をしのび健闘と成

果を祈る次第である.

8.鶉わりに

以上4回にわたってエクァドノレ事情を紹介したが技

術協力という1つのテｰマから逸脱しないように心がけ

たので別の側面からの報告はできなかった.日本人

にとっては大へん縁の少なV'国のことであるから1年

間の数々の行事や風俗習慣宗教といったもの牢つい

て車紹介すべきであったと思うがどれ1つとってみて｡

も報告はかなりの圧巻にならざるをえなv･と思われる.

とくに2月中旬のカｰニバル12月はじめの斗牛祭4

月の復活祭などはエクアドルの大きv'行事である.そ

のほか年末年始のたたずまいインカの残した文化イ

ンディオの生態などかぞえれば曹りがないぷうである.

おわりに当りて書いてお慧牟いζ隻は平クアドル人

の家庭の生活である宰秘鳶嫁族患離れて花り花工人で

五年もの疑い聞称チル住いをしてい篇ごを紀同情し花こ

ちらの地質調査所の緒友林家庭料理をつくっては招待し

てくれた埋そのお蔭で観じく諌魔の工賃の如意塗潰も

す篭ごと秘で藷彪のは大へんじあ勅常であったとく

紘私と同室で仕事をし花地球化学専攻のオ潔ス鰯博士は

真心を鴛めて恥を助はてく馳施恩人である理,彼攻の家

蘭酬ま巷わめて厳格な両親患蟻人の第妹卿液嚇.壌事

は械鮒紳嚇蹴/鉦蕃芯廠能

猛禽瀦も吻訟も箆魚甥醜は軽くハシ&鐵㍗捻4で食凄

せてい砿熾硫1鏑脈ぴ繊をみが《弾一

･秘蕩珍無精者め私でさ史エ簿箒圃蹄をみ赫く翠績秘録

ぬついてし蜜ら松衛隼思想は大へん高い〃灼てよ

い纐百方を慧免為老人瀞多》吃おは生清のゆ稿か蜜

心の費らぎめ蛇の鰯紀串蕃芯珪登如実縫物語顯カ㌔翫

ぶ次ア済ルはまい園滋勅切花∴善鴬のく埼秘秘の謹

洲びで脈一はる卿の大仰しあ呼珂

ポ雛潟く㌣蹄字一

く鶏親書詑海道薫所鉱廉繰暴)

インカ帝国の遺産

病人のモチｰフが印

象的

土器の特徴の1つは算淀

ぶと鼻腔に穴があげら叙て

いることで装飾には熱心

であったことがうかがえる

キトｰで開催された闘牛祭

闘牛士はスペイン人年はメ

キシコ産�




